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商工連ながの

　箕輪ダム（もみじ湖）周辺に約10,000本のモ
ミジが植えられ、圧巻の紅葉をお楽しみいただ
けます。期間中はライトアップも行い、幻想的
な世界が広がります。 
　じゃらんnet紅葉スポットランキング2020～
2022年で３年連続全国１位に選ばれました。

箕輪町商工会

紅葉スポットランキング
３年連続全国1位 

箕輪ダム（もみじ湖）

●�「面倒なお客」にどう対応するか
　法律ワンポイントアドバイス
●�	角間温泉 岩屋館 おかみ 白石 楠

なみか

花さん
　真田町商工会　この人に注目－Vol.132
●�	事業承継マッチングイベント開催のお知らせ／
　�2022年改正電子帳簿保存法「2年の猶予期間」に企業
が準備すべきこと
●�	ひと 自然 いきいき未来 北信五岳が映える町 飯綱町
　飯綱町商工会　ふるさと紹介－Vol.42
●�商工貯蓄共済／会員福祉共済／特定退職金共済

●�商工会長会議／産業観光企業委員会との懇談会／
　長野県最低賃金改正のお知らせ
●�商工連正副会長と県商工会壮青年部との懇願会／
　青年部全県研修会・主張発表大会
●�	商工会マスタープランについて／DXワンポイントコラム
●�	「地域と共に人 を々美しくすることができるオーガニッ
ク化粧品」農産物残渣をアップサイクルして全国へ。 
BOTANICAL CONTAINER SALON KULAM　中小企業の新たな事業活動
●�	商業部会“新たな地域の特産品プロジェクト”
　佐久市望月商工会　商工会はいま－Vol.128
●�「年度計画策定と実行」の継続でたゆみない成長を!!
　経営ワンポイントアドバイス
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商
工
連
は
、
10
月
20
日
（
木
）「
ホ
テ
ル

圓ま
る
さ
ん
そ
う

山
荘
」（
千
曲
市
）
で
商
工
会
長
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
間
瀬
会

長
は
「
来
年
度

か
ら
実
施
す
る

第
２
期
商
工
会

マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
中
間
報
告

を
本
日
説
明
し

ま
す
。
商
工
会

長
の
皆
さ
ん
か

ら
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
伺
い

た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工

会
運
営
や
経
営

改
善
普
及
事
業

へ
の
功
労
に
対

す
る
、
長
野
県

商
工
会
連
合
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
商
工
会
に
お
け
る
伴
走
型
補
助

金
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
高
森

町
商
工
会
堀
政
則
会
長
か
ら
商
工
会
で
補
助

金
を
活
用
し
た
事
業
所
の
業
務
改
善
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
か
ら
実
施
す
る
第
２
期
商
工

会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
職
員
か
ら
説
明
し
研
究
討
議
に
お
い

て
出
席
し
た
会
長
か
ら
意
見
・
質
問
等
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
10
年
間
に
わ

た
り
実
行
し
て
き
た
「
商
工
会
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
後
継
と
し
て
、
令
和
５
年

度
か
ら
５
年
間
の
県
下
商
工
会
と
商
工
連
の

改
革
方
針
お
よ
び
行
動
計
画
を
ま
と
め
た
も

の
で
年
度
末
に
策
定
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

挨拶をする間瀬会長講師 高森町堀会長千曲市 小川市長

長野県最低賃金改正のお知らせ
　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される「長野県
最低賃金」が令和４年10月１日（土）から時間額908円に改正され
ました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。
　また、賃金の引上げに向けた中小企業への助成金等支援制度
がありますので、ご活用ください。

　―最低賃金に関するお問い合わせは―
　　　　最寄りの労働基準監督署　又は　長野労働局 労働基準部 賃金室（電話026-223-0555）まで。

県内の産業振興を図る －県議会産業観光企業委員会との懇談会－
　10月６日（木）、長野市「ホテル国際21」において、県議会産業観光企業委員会（常任委員会のひとつ）と商工
連正副会長の懇談会を開催しました。商工連からは（1）商工会の概況（2）商工会中期マスタープラン（3）事業者
支援の状況（4）原油・原材料価格
高騰や急激な円安の影響について
説明しました。
　出席した委員からは、小規模事
業者へ必要な支援策等を講じるた
め今後も商工会・商工連と連携し
て進めたいとの意見がありました。 正面左から　商工連間瀬会長、共田委員長、竹内副委員長

908円
時間額

会議中の様子県連会長表彰

商
工
会
活
動
の

        

活
性
化
を
図
る
た
め
商
工
会
長
会
議
開
催



　

県
青
連
は
７
月
８
日
（
金
）
長
野
市
「
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
注
意
し
な
が
ら
、

令
和
４
年
度 

商
工
会
青
年
部
全
県
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県

下
４
地
区
の
代
表
、
上
田
市
商
工
会
青
年
部
の

大お
お
さ
わ沢
拓た
く

真ま

氏
、
阿
智
村
商
工
会
青
年
部
の
宮み
や
じ
ま嶋

真し
ん

吾ご

氏
、
木
曽
町
商
工
会
青
年
部
の
田た
む
ら村
太ふ
と

志し

氏
、
信
州
新
町
商
工
会
青
年
部
の
小
山
宙
軌
氏

が
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
テ
ー

マ
「
青
年
部
活

動
を
通
じ
て
地

域
の
子
ど
も
た

ち
に
原
体
験

を
」
発
表
し
た

信
州
新
町
商
工

会
青
年
部
の
小

山
宙
軌
氏
が
最

優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工

会
青
年
部
全
県

研
修
会
で
は
、

「
わ
か
り
や

す
い
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
」

と
題
し
て
、

関
東
信
越
税

理
士
会
長
野

支
部
所
属
小
山
え
り
奈
税
理
士
事
務
所
代
表
の

小
山
え
り
奈
税
理
士
よ
り
、
令
和
５
年
10
月
よ

り
導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

を
登
録
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

や
免
税
事
業

者
の
ま
ま
で

い
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト

な
ど
わ
か
り

や
す
い
説
明

が
あ
り
ま
し

た
。
受
講
者

は
大
変
熱
心

に
聴
講
し
て

い
ま
し
た
。

　

県
商
工
会
壮
青
年
部
は
７
月
25
日

（
月
）
に
「
長
野
県
中
小
企
業
会
館
大
会

議
室
」
に
て
商
工
連
正
副
会
長
と
県
商

工
会
壮
青
年
部
正
副
部
長
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
テ
ー
マ
を
２
つ
設
け
、

ひ
と
つ
目
の
テ
ー
マ
「
商
工
会
の
未
来

に
向
け
て
」
と
題
し
意
見
交
換
を
い
た

し
ま
し
た
。
商
工
連
正
副
会
長
か
ら
「
会

員
数
を
こ
れ
か
ら
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
中
で
、
今
後
商
工
会
組
織
を

維
持
し
力
強
い
も
の
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
ま
ず
組
織
内
で
青
年

部
・
女
性
部
・
壮
青
年
部
の
活
動
強
化

を
図
り
、
３
つ
の
柱
と
し
て
組
織
の
中

で
力
を
つ
け
活
動
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
壮
青

年
部
か
ら
は
「
壮
青
年
部
の
魅
力
や
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
発
揮
し
、
組
織
と
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
で
商
工
会
の
未
来

が
よ
り
良
い
も
の
に
繋
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
」と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ふ
た
つ
目
の
テ
ー
マ
「
経
営
者
と
し

て
」
で
は
、
商
工
連
の
正
副
会
長
か
ら

経
験
に
基
づ
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
経
営
者
の
仕
事
に
つ
い
て
や

仕
事
と
作
業
の
違
い
、
従
業
員
の
健
康

面
の
大
切
さ
や
経
営
者
と
し
て
の
決
断

力
な
ど
、
今
ま
で
経
営
者
と
し
て
蓄
積

さ
れ
た
経
験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
中
村
専
務
理
事
よ
り

講
評
が
あ
り
、
最
後
に
県
商
工
会
壮
青

年
部
の
重
盛
部
長
よ
り
御
礼
の
挨
拶
、

続
い
て
間
瀬
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

終
了
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
小こ

や
ま
ひ
ろ
き

山
宙
軌
氏（
信
州
新
町
）!!

～ 

主 

張 

発 

表 

大 

会 

～

令
和
４
年
度 

商
工
会
青
年
部
全
県
研
修
会

正
副
会
長
と
県
商
工
会
壮
青
年
部
と
の

懇
談
会
開
催
さ
れ
る

～
県
商
工
会
壮
青
年
部
～

青年部

壮青年部

わかりやすいインボイス制度について
説明する小山えり奈税理士

主張発表者左から大沢拓真氏、宮嶋真吾氏、小山宙軌氏、田村太志氏

意見を述べる壮青年部重盛部長 挨拶をする商工連間瀬会長

熱心に講義を聞く参加者
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　今回はインボイス制度の話です（何それ？と思った方は今すぐ商工会に連
絡を！）。既報のとおり、2023年10月1日からインボイス制度（適格請求書
等保存方式）が開始されます。適格請求書発行事業者は、施行後、買い手の
求めに応じて制度に適合した請求書や領収書を発行する必要があります。「う
ちは滅多にないだろうからその時は必要事項を伝票に手で書き込めば大丈
夫」という認識であればとりあえず登録番号を取得しておけば慌てることは
ないと思われますが、「手計算や手書きではとても回せる気がしない。パソ
コンを使って簡単に発行できる仕組みを今のうちに用意しておきたい」、あ
るいは一歩踏み込んで「これを機に業務全般のデジタル化を検討したい」と
お考えでしたら、まずは一度商工会にご相談ください。

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員

（AI･IoT･DX戦略支援担当） 

横沢　充

DXワンポイントコラム（第２回）

近づいてきました、
インボイス。

　「第２期商工会マスタープラン策定委員会」（委員長　
清水初太郎・東御市商工会長）は９月５日（月）、松本市

「ホテルブエナビスタ」で開催された商工連理事会にお
いて「第２期商工会マスタープラン」（以下、第２期プラ
ン）の中間答申（案）を提出し承認されました。
　第２期プランは、平成25年度から10年間にわたり実
行してきた「商工会中期マスタープラン」の後継プラン
として、令和５年度から令和９年度における県下69商
工会と商工連の改革方針及び行動計画をまとめたもの
です。
　このたびの中間答申を踏まえ、同委員会では引き続
き年度末のプラン完成をめざして策定作業をすすめて
まいります。

◆�経営支援グループ体制を見直し、新たな広域支援体
制を構築します

　第２期プランでは組織改革の大きな方向性として、
「経営支援グループの見直しを行い、新たな広域連携体
制を構築する」ことをめざします。ポイントは２つあり、
１つ目は現在15に分けられている経営支援グループ体
制を、移動距離や生活圏、地域の主産業などを考慮し
てさらに細分化し、より迅速かつきめ細かな経営支援
が行えるように環境を整えます。
　２つ目は広域支援体制にエリア制の考え方を導入す
るとともに、現行のステージⅠ～Ⅲの３層構造による
経営支援を廃止して新たな運用モデルを構築します。
具体的には複数の市町村による広域支援エリアを設定
し、商工会の主任経営支援員がエリア単位で経営支援
に動けるようにするもの。そして各エリアで常設開催
するミーティングをプラットフォームに、それぞれの

専門性を発揮しながらエリア内の中小・小規模事業者
を連携して共同支援する新たな体制を確立します。
　こうした方向性は、地域の人口及び事業者数が減少
することが想定される中、将来的にも「一行政一商工会」
を堅持しつつ、質の高い経営支援を県下全域で提供し
続けるために不可欠な取り組みと考えます。

◆18テーマの行動計画を掲げます
　第２期プランでは　商工会が地域産業及び小規模事
業者等にとって無くてはならない地域総合経済団体と
してあり続けるという使命を果たしていくため具体的
な行動計画として、下記の18テーマを指針（ガイドライ
ン）として掲げます。
＜行動計画ガイドライン＞

　商工連では現在、第２期プランをより充実した内容
とするために中間答申の内容を公表し、商工会員の皆
様等からご意見等を募っています。
　中間答申の内容閲覧および意見提出については、最
寄りの商工会へお問い合わせいただくか、または商工
連ホームページ（https://www.nagano-sci.or.jp/）をご覧
ください。

「第２期商工会マスタープラン」の策定をすすめています
～商工連理事会で中間答申を承認～

令和５～９年度における行動計画

  第２期プランの主なポイント

  第２期プランへのご意見を募集しています

私たちは地域総合経済団体としての活動
　ならびに経営支援施策を全力で推進することを通して
　　　　　　　　　　地域産業の明るい未来を実現します

スローガン
１　経営改善普及事業
①�経営発達支援事業に基づく伴走型
支援のための職員能力向上
②�人口減少社会に対応したグループ
支援体制の見直しと円滑な運営を
図る
③�災害時における事業継続力強化を
支援する
④�商工会と事業者のDXを推進する

３　組織
①�会員増強を推進する
②理事会・部会の機能強化を図る
③�チーム力アップと職員の能力向上
によって事務局機能の強化を図る
④�積極的な業務改革・業務改善に取
り組む
⑤�SDGs（持続可能な開発目標）達成
へ向けて積極的に取り組む

４　財政
①県補助金の安定化
②市町村補助金の確保
③自主財源の充実
④財政視点からのDXの推進

２　地域総合振興事業
①�小規模事業者等の稼ぐ力をフォ
ローアップする事業を推進する
②�会員及び地域事業者を運営主体
とした事業体制の確立を図る
③�行政等への積極的な意見活動を
推進する　
④�地域総合振興事業を推進するた
めの人材を育成する
⑤�DXのメリットを最大限に活用
した地域総合振興事業の実施
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BO
T

A
N

ICA
L CO

N
T

A
IN

ER SA
LO

N
 

K
U

LA
M

は
、
木
祖
村
や
ぶ
は
ら
高
原
ス
キ
ー

場
に
向
か
う
村
道
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

　

40
フ
ィ
ー
ト
の
海
上
コ
ン
テ
ナ
を
丸
ご
と
利

用
し
た
コ
ン
テ
ナ
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
サ
ロ
ン
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
を
決
意
し
た
の
は
、

33
歳
の
時
で
し
た
。

　

私
自
身
の
病
気
や
、
3
人
目
の
出
産
が
難
産

だ
っ
た
こ
と
な
ど
生
と
死
を
身
近
に
感
じ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
美
し
さ
と
は
心
と

身
体
が
健
康
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
思
い
か
ら

サ
ロ
ン
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

エ
ス
テ
な
ど
の
美
容
系
店
舗
は
娯
楽
で
あ
る

認
識
が
高
く
、
ま
だ
ま
だ
地
方
で
は
敷
居
の
高

い
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
く
地
域
に
寄
り
添
い
、
そ
の
地
に
暮
ら
す
自

然
や
人
々
と
「
共
に
在
る
」
も
の
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
想
い
も
あ
り
、
サ
ロ
ン
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
と

平
行
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
化
粧
品
開
発
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
化
粧
品
開
発
の
最
初
の
き
っ
か
け
は
、

娘
の
肌
疾
患
で
す
。

　
「
わ
た
し
も
、
そ
れ
塗
り
た
い
な
」

　

洗
面
化
粧
台
で
鏡
越
し
に
、
私
の
化
粧
品
を

使
い
た
い
と
言
っ
た
娘
の
一
言
。

　

そ
の
日
の
夜
に
我
が
子
の
寝
顔
を
見
て
い
る

と
、「
こ
れ
か
ら
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
く
娘

に
贈
る
最
初
の
化
粧
品
は
良
い
も
の
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
母
心
が
芽
生
え
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
に
も
ア
レ
ル
ギ
ー
や
禁
忌
は
あ
り

ま
す
が
、
原
料
や
成
分
を
知
り
一
か
ら
作
る
こ

と
で
、
娘
と
一
緒
に
使
え
る
化
粧
品
を
作
り
た

い
、
子
ど
も
達
が
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
こ
の
小

さ
な
村
の
農
家
の
方
が
信
念
を
持
っ
て
育
て
て

く
れ
る
作
物
を
原
料
と
し
て
取
り
入
れ
た
い
な

と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
出
荷
で
き
ず
廃
棄
し
て
い
る
農
作

物
や
、
使
わ
ず
に
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分

な
ど
の
農
産
物
残
渣
（
ざ
ん
さ
＝
ろ
過
を
し
た

後
に
残
っ
た
も
の
）
を
原
料
化
し
て
化
粧
品
に

配
合
し
、
形
を
変
え
て
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
で
、
地
域
と
共
に
人
々
も
美
し
く
な
れ
る
、

石
油
系
原
料
を
一
切
含
ま
な
いK

U
LA

M

オ
リ

ジ
ナ
ル
化
粧
品
「Born here SO

RY
U

」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

木
祖
村
産
の
と
う
も
ろ
こ
し
種
子
エ
キ
ス
と

ニ
ン
ニ
ク
根
エ
キ
ス
を
配
合
し
、
太
陽
の
下
で

も
お
肌
が
健
や
か
に
い
ら
れ
る
よ
う
な
「
2
層

式
オ
イ
ル
化
粧
水
」と「
ハ
ン
ド&

ボ
デ
ィ
バ
ー

ム
」
の
２
製
品
を
今
秋
に
発
売
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
皆
さ
ん
にK

U
LA

M

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ス
メ
と
木
祖
村
の
魅
力
を
沢
山
届
け
ら
れ
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

「地域と共に人々を美しくすることが
できるオーガニック化粧品」
農産物残渣をアップサイクルして全国へ。

代表 原 萌香さんBOTANICAL CONTAINER SALON KULAM（ボタニカルコンテナサロン クラ）

BOTANICAL CONTAINER SALON KULAM
木祖村商工会

〒〒399-6202 長野県木曽郡木祖村菅1018-1
Tel：0264-24-0523 HPインスタグラム

（ボタニカルコンテナサロン クラ）

KULAMオリジナル化粧品「Born here SORYU」
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佐
久
市
望
月
商
工
会
の
あ
る
佐
久
市
望
月

地
区
は
、
長
野
県
東
部
の
蓼
科
山
の
裾
野
に

広
が
る
温
泉
、
ゴ
ル
フ
場
、
別
荘
、
飲
食
業

な
ど
の
観
光
業
及
び
稲
作
、
畑
作
、
果
樹
作

等
農
業
の
盛
ん
な
冷
涼
な
地
域
で
す
。
ま
た
、

日
本
酒
、
ど
ぶ
ろ
く
、
ワ
イ
ン
、
パ
ン
、
味
噌
、

漬
物
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
、
納
豆
等
発

酵
食
品
の
製
造
で
も
知
ら
れ
、
近
年
、
発
酵

の
街
と
し
て
も
徐
々
に
知
名
度
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
商
業
部
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
今
年
の
新
事
業
で
は
、
新
し

い
発
酵
食
品
の
研
究
・
開
発
に
着
目
し
、
発

酵
メ
ン
マ
の
研
究
・
開
発
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
様
々
な
発

酵
食
品
が
製
造
さ
れ
て
い
る
望
月
地
区
で
新

た
な
発
酵
食
品
を
研
究
・
開
発
し
、
地
域
の

食
文
化
・
経
済
に
貢
献
し
、
放
置
竹
林
問
題

の
解
決
等
自
然
環
境
の
改
善
に
貢
献
す
る
こ

と
で
す
。

　

簡
単
な
製
造
工
程
と
し
て
は
、
破
竹
の
採

取
⇨
皮
剥
き
⇨
切
断
⇨
ボ
イ
ル
⇨
冷
却
⇨
加

塩
⇨
漬
け
込
み
⇨
乾
燥
⇨
戻
し
⇨
調
理　

と

な
り
ま
す
。

　

メ
ン
マ
製
造
に
関
す
る
詳
し
い
文
献
・
資

料
が
な
い
ま
ま
、
破
竹
が
ど
ん
ど
ん
生
え
て

き
て
い
る
と
の
情
報
か
ら
仮
説
を
立
て
て
6

月
半
ば
に
仕
込
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
ず
商
業
部
会
理
事
・
職
員
の
竹
林
で
破
竹

を
約
30
㎏
採
取
し
ま
し
た
。
普
通
で
は
食
用

と
し
な
い
青
み
が
か
っ
た
部
分
も
含
め
約
１

ｍ
の
筍
を
採
取
し
、
皮
剥
き
作
業
を
行
い
、

正
味
16
㎏
の
原
材
料
の
筍
が
取
れ
ま
し
た
。

こ
の
筍
を
20
分
程
度
茹
で
、
冷
ま
し
た
後
に

加
塩
を
し
ま
し
た
。
今
回
、
茹
で
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
乳
酸
菌
の
死
滅
を
心
配
し
、
乳

酸
菌
を
添
加
し
た
も
の
、
し
な
い
も
の
、
ま

た
塩
分
濃
度
を
５
％

と
３
％
の
計
4
つ
の

パ
ラ
メ
ー
タ
で
仕
込

み
を
行
い
ま
し
た
。

乳
酸
発
酵
は
嫌
気
状

態
で
行
わ
れ
る
た
め
、
塩
漬
け
し
た
筍
を
ビ

ニ
ー
ル
に
入
れ
き
っ
ち
り
締
め
、
重
石
を
載

せ
空
気
を
排
出
し
ま
し
た
。
3
日
目
に
は
乳

酸
菌
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
㏗
が
３
・
８
と

な
っ
て
お
り
、
熱
に
強
い
乳
酸
菌
が
筍
の
周

り
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

1
週
間
後
に
㏗
３
・
０
と
非
常
に
強
い
酸
性

と
な
り
他
の
雑
菌
は
存
在
で
き
な
い
状
態
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
態
で
2
ヵ
月
乳
酸
発

酵
さ
せ
、
メ
ン
バ
ー
で
試
食
会
を
行
い
ま
し

た
。 

　

乳
酸
菌
の
添
加
の
有
無
、
塩
分
量
の
違
い

は
乳
酸
発
酵
に
影
響
は
な
く
、
香
り
は
筍
・

乳
酸
・
メ
ン
ト
ー
ル
香
、
食
感
は
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
、
味
は
酸
味
・
塩
味
が
強
く
、
旨
味
は
あ

ま
り
感
じ

な
く
、
筍

の
漬
物
と

い
っ
た
感

じ
で
し
た
。

巷
で
食
べ

る
メ
ン
マ

と
は
違
う
、

と
い
う
こ
と
で
、
本
場
、
台
湾
や
中
国
で
も

行
っ
て
い
る
乾
燥
と
い
う
過
程
が
重
要
な
の

で
は
と
予
想
し
、
陰
干
と
天
日
干
し
の
両
方

を
試
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
あ
の
メ
ン
マ
特

有
の
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
の
よ
う
な
、
強
い
香
り

が
し
て
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
空
気
の
な

い
嫌
気
状
態
で
は
乳
酸
菌
の
み
が
働
い
た
の

で
す
が
、
乾
燥
作
業
で
空
気
に
触
れ
る
こ
と

で
好
気
性
の
菌
で
あ
る
枯
草
菌
（
納
豆
菌
の

仲
間
）
が
活
性
化
し
、
香
り
を
放
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
陰
干
で
は
高
水
分
量
の

状
態
が
長
く
続
い
た
た
め
香
り
が
強
く
、
天

日
干
し
で
は
急
速
に
水
分
が
奪
わ
れ
た
た
め

に
穏
や
か
な
香
り
に
仕
上
が
り
、
最
終
的
に

は
陰
干
の
メ
ン
マ
も
天
日
干
し
で
乾
燥
し
ま

し
た
。
こ
の
乾
燥
と
い
う
空
気
に
晒
す
工
程

も
メ
ン
マ
の
香
り
、
旨
味
を
出
す
工
程
と
し

て
非
常
に
重
要
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

工
程
と
し
て
は
、
乾
燥
・
包
装
ま
で
が
終

了
し
、
１
・
２
㎏
の
乾
燥
メ
ン
マ
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
料
理
に
使
う
た
め

の
戻
し
作
業
を
し
、
商
工
会
会
員
の
飲
食
店

で
発
酵
メ
ン
マ
を
使
っ
た
料
理
の
試
作
・
試

食
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
地

域
の
特
産
品
と
し
て
、
今
あ
る
発
酵
食
品
の

仲
間
に
加
わ
り
、
加
工
品
あ
る
い
は
飲
食
店

で
利
用
さ
れ
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
可
能
性

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
的
に

は
放
置
竹
林
の
保
全
に
も
役
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

商
業
部
会
“
新
た
な
地
域
の

特
産
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”

皮むき作業

加塩後の漬け込み作業

陰干作業

天日干し

包装された乾燥メンマ

 
商
工
会
は
い
ま
─

Vol.128

東信

試食会
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経　地域企業の企業総合診断の経験から、継続して企業が成長していくには、事業年度ごとに計画を策定して、
実行することが大切であることを感じます。
　年度計画は、1年間の目標と取組が明確になり、従業員に周知することにより全員が計画を共有し、同じ
方向に向かって仕事ができます。計画が達成できれば成長し、経営基盤も強くなり、達成感により仕事の質
も向上します。
　計画が未達であっても、計画と結果の差の原因を見極めて次年度の計画に落とし込み、取組を継続できます。
　今回は年度計画を策定し、月次管理で計画を実行するポイントを考えます。

【年度計画策定と実行】

【※※月次管理】

　企業は、新しいことへの挑戦、現状の改革、日々の改善により成長します。それぞれの取組は計画があって、
計画を実行することにより実現します。
　今一度、年度計画策定と実行について考えてみましょう。

「年度計画策定と実行」の
継続でたゆみない成長を!! 

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

中小企業診断士
座光寺  泰  氏

計画実行の流れ ポイント

年度計画の策定

1年間の目標を設定する
・売上目標、利益目標　※
・重点に置く取組の目標
・経費計画（予算）

※利益目標は絶対額で
経費計画（予算）は前期実
績を参考に

行動計画をつくる
・何を、だれが、いつまでに、
　どのようにする

年度計画の実行 月次管理で実行する　※※

結果の確認評価
目標と実績（結果）の差を確認する
・差の原因を明確にする

計画達成も達成の要因を
明確に

行動計画の進捗の確認をする
・遅れの要因を明確にして反省

確認評価結果を
踏まえて

是正、改善策を講じる
・次年度も引き続き取り組む

原因・反省を克服する計
画に効果の大きさを考慮

月次管理の流れ ポイント

計　画

月次目標を設定する
・年度目標を12等分する
・経費予算を12等分する

前月結果を踏まえて修正
もある

年度行動計画の該当月計画 前月反省を踏まえて修正
もある

月計画の実行

行動計画を実行する

評価指標の推移を監視する※※※
・グラフなどで可視化する

目標達成具合を評価する
指標を決めておく
結果を待たずして手をう
つことができる

結果の確認評価
目標と実績（結果）の差を確認する
・差の原因を明確にする

計画達成も達成の要因を
明確に

行動計画の進捗の確認をする
・遅れの要因を明確にして反省

確認評価結果を
踏まえて

差を挽回する改善策を講じる
・次月計画に改善策盛り込む

原因・反省を克服する計
画に
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(千円) 累積出荷額
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前月受注分 
当月受注分 

11月納期受注額
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千円  

目標 累積出荷 

11月累積出荷額 

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日
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日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日
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日
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日
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日
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日

26
日
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日

28
日
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日

30
日

１
日

３
日

５
日

７
日

９
日

11
日
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日
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日
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日
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日

21
日
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日
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日
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日
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日

１
日

３
日

５
日

７
日

９
日

11
日

13
日

15
日

17
日

19
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21
日

23
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25
日

27
日

29
日

年度計画：
・‌�売上目標と利益目標、重点取組の目標など数値で示しま
す
・売上と利益に見合う経費計画（予算）も併せて示します
・計画達成のための年間行動計画を示します
・年度計画をA3用紙1枚にまとめます
・従業員全員に周知して共有します

・１年間の確認評価は、月次をまとめます
・目標と実績の差の原因を月次の結果などから探求します
・反省も踏まえて次年度の計画に反映します

※※※製造業の評価指標例
目　　標：売上
評価指標：出荷額と受注額

月次計画：
・‌�売上目標と利益目標、重点取組の目標などをグラフで可
視化して示します
・計画達成のための月次行動計画を示します
・月次計画をA4用紙1枚にまとめます
・従業員全員に周知して共有します

月次管理の損益計算：
当月損益＝当月売上（出荷額）－当月発生費用
・日ごとに発生費用を積算しておきます
・在庫増減は「0」として計算します
・翌月月初に残高試算表が出ればそれを使います

監視：
・時系列で評価指標（実績）の推移をみます
・目標値を入れておきます
・目標値と実績値の差を可視化します
・エクセルのグラフを活用します

売上（出荷額）監視の例：
・当月の目標と日々の累積グラフ
・年度目標と月々の累積グラフ

受注額監視の例：
・‌�前月から当月受注の入りの監視を始めま
す
・年度目標と月々の累積グラフ

次
年
度
へ

次
月
へ

累積出荷額

累積受注額

11月累積出荷額

11月納期受注額
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「面倒なお客」に
どう対応するか

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
中村  隆次  氏

　

あ
る
事
業
組
合
の
会
員
さ
ん
向
け
電
話
相
談
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
大
方
の
ご
相
談
が
「
面
倒
な
こ
と

を
言
っ
て
く
る
顧
客
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
」
と
い

う
ご
質
問
で
、
し
か
も
顧
客
の
言
っ
て
く
る
「
面
倒

な
こ
と
」
は
不
思
議
な
こ
と
に
ほ
ぼ
類
型
化
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

私
の
担
当
が
「
電
話
に
よ
る
法
律
相
談
」
だ
か
ら

で
し
ょ
う
が
、
多
く
の
相
談
に
共
通
す
る
の
は
、
自

分
の
要
求
（
契
約
を
白
紙
に
戻
せ
・
値
引
し
ろ
・
損

害
を
賠
償
し
ろ
、
そ
の
他
）
を
受
け
入
れ
な
い
な
ら

「
法
的
手
段
に
訴
え
る
」
と
お
客
が
強
調
す
る
と
い

う
点
の
よ
う
で
す
。

　
「
自
分
の
要
求
に
は
法
的
根
拠
が
あ
る
」
と
い
う

な
ら
問
題
が
取
引
関
係
か
ら
発
生
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
云
わ
ば
当
然
の
前
提
で
し
ょ
う
が
そ
れ
だ
け
で

な
く
「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
な
ら
『
法
的
手
段
』

に
訴
え
る
」
と
話
を
「
法
的
」
と
い
う
別
ス
テ
ー
ジ

に
載
せ
よ
う
と
す
る
訳
で
す
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
場
合
お
客
の
言
う「
法
的
手
段
」

は
さ
ほ
ど
多
様
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

　

し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
の
が
「（
客
の
要
求
が
正
し

い
と
）
相
談
し
た
弁
護
士
が
言
っ
て
い
た
」「
顧
問

弁
護
士
も
同
意
見
だ
」
と
い
う
「
弁
護
士
に
よ
る
正

当
化
」
で
す
。

　

一
般
的
に
「
そ
の
要
求
を
弁
護
士
が
認
め
て
い
る

か
ら
全
て
法
的
に
正
し
い
」
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
私
ど
も
弁
護
士
が
猛
省
す
べ
き
こ
と
で
す
が
未

だ
に
弁
護
士
と
一
般
市
民
・
事
業
者
と
の
間
に
は
距

離
が
あ
り
「
自
分
の
後
ろ
に
は
弁
護
士
が
付
い
て
い

る
、
ド
ー
ダ
参
っ
た
か
」
と
い
う
感
じ
で
弁
護
士
の

肩
書
が
利
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
は
事
実
の
よ
う

で
す
。

　

こ
う
い
う
「
弁
護
士
の
威
を
借
り
る
」
タ
イ
プ
の

発
言
は
「
そ
の
弁
護
士
の
お
名
前
を
教
え
て
下
さ
い
。

私
が
（
あ
る
い
は
私
が
依
頼
し
た
弁
護
士
が
）
直
接

話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
で
大
方
は

封
じ
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
「
こ
ち
ら
の
要
求
が
間
違
っ
て
い
る
と
云
う
な
ら

そ
れ
を
証
明
し
て
見
せ
ろ
」
と
い
う
言
い
分
も
よ
く

使
わ
れ
ま
す
が
、
こ
ん
な
言
い
草
を
聞
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
法
の
世
界
で
は
何
か
を
要
求
す
る
（
権

利
を
主
張
す
る
）
側
に
立
証
責
任
が
あ
り
要
求
す
る

側
が
ま
ず
権
利
の
発
生
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
大
原
則
だ
か
ら
で
す
。

　

で
す
か
ら
「
違
う
と
い
う
な
ら
そ
れ
を
証
明
し
て

見
せ
ろ
」
と
言
わ
れ
て
慌
て
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

証
明
が
必
要
な
ら
ば
ま
ず
相
手
に
立
証
さ
せ
、
相

手
が
立
証
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
を
踏
ま
え
次
に
反
対

立
証
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
立
証
す
べ
き
は
要

求
者
の
側
だ
と
い
う
原
則
を
忘
れ
ず
ド
ッ
シ
リ
構
え

て
交
渉
を
続
け
て
下
さ
い
。

　
「
究
極
の
法
的
手
段
」
の
表
明
と
で
も
云
う
べ
き

が
「
要
求
を
呑
ま
な
い
の
な
ら
裁
判
を
起
こ
す
」
と

い
う
言
辞
で
し
ょ
う
。
似
た
よ
う
な
の
が
よ
く
単
な

る
ケ
ン
カ
の
場
面
な
ど
で
も
出
て
来
る
「
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
な
ら
出
る
と
こ
ろ
に
出
る
ぞ
」
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
セ
リ
フ
に
出
会
っ
た
ら
返
す
べ
き
言
葉

は
唯
一
「
だ
っ
た
ら
遠
慮
な
く
訴
え
て
下
さ
い
」「
出

る
と
こ
ろ
に
出
る
、
大
い
に
結
構
。
出
よ
う
じ
ゃ
な

い
で
す
か
」
で
す
。

　

弁
護
士
と
の
間
に
未
だ
に
感
覚
的
距
離
が
あ
る
の

と
同
じ
よ
う
な
歴
史
的
事
情
に
よ
り
少
な
く
と
も
我

が
国
で
は
「
司
法
は
ま
っ
た
く
別
世
界
」
で
「
裁
判

に
な
れ
ば
カ
ネ
は
か
か
り
放
題
だ
し
時
間
も
滅
茶
苦

茶
か
か
る
」
と
い
う
感
覚
が
誠
に
残
念
な
が
ら
未
だ

多
数
派
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
「
面
倒
な
お
客
さ

ん
」
は
「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
裁
判
を
起
こ
す
」

と
い
っ
た
セ
リ
フ
を
多
用
し
相
手
の
「
困
っ
た
感
」

を
増
大
さ
せ
る
の
で
す
。

　

取
引
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
交
渉
で
解
決
す
る
の
と
場

面
が
司
法
の
場
に
移
っ
た
の
と
を
比
べ
る
と
、
相
対

で
行
う
交
渉
に
比
べ
司
法
が
非
常
に
時
間
を
要
す
る

の
は
事
実
で
す
。
そ
れ
は
第
三
者
で
あ
る
裁
判
官
等

に
よ
る
適
確
な
結
論
を
目
指
す
司
法
の
制
度
的
特
性

か
ら
あ
る
程
度
司
法
に
と
っ
て
宿
命
的
な
問
題
で
す

（
も
ち
ろ
ん
永
年
に
わ
た
り
時
間
短
縮
の
努
力
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
）。

　

し
か
し
「
司
法
の
場
に
な
る
と
（
特
に
弁
護
士
が

関
わ
る
と
）
ベ
ラ
ボ
ウ
に
カ
ネ
が
懸
か
る
」
と
い
う

感
覚
は
、
昭
和
の
時
代
な
ら
と
も
か
く
令
和
の
現
代

で
は
ほ
と
ん
ど
迷
信
だ
と
考
え
て
下
さ
い
。
実
際
の

と
こ
ろ
弁
護
士
が
示
し
た
費
用
が
も
し
高
い
と
思
っ

た
ら
遠
慮
な
く
「
高
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

い
て
ま
っ
た
く
構
わ
な
い
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
客
か
ら
「
裁
判
を
起
こ
す
」「
出
る
ト

コ
に
出
る
」
と
言
わ
れ
た
ら
困
る
必
要
は
何
処
に
も

な
く
「
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
お
や
り
く
だ
さ
い
」
と

答
え
る
の
が
正
解
で
す
。

　

相
手
に
よ
っ
て
は
以
上
に
述
べ
た
対
応
で
も
納
ま

り
が
付
か
ず
「
面
倒
な
お
客
さ
ん
」
が
「
困
っ
た
ク

レ
ー
マ
ー
」
に
展
開
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
う
し
た
場
面
で
は
商
工
会
等
の
第
三
者

の
協
力
を
得
る
の
に
躊
躇
し
な
い
こ
と
で
す
。「
悪

質
な
ク
レ
ー
マ
ー
」
に
は
別
途
の
心
得
が
有
効
に
な

る
か
ら
で
す
。
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１
９
３
１
年（
昭
和
6
年
）、
岩
屋
観
音
の

ふ
も
と
に
て
創
業
し
た
岩
屋
館
は
、
古
く
か

ら
上
田
市
真
田
町
の
角
間
渓
谷
に
湧
出
し
て

い
た
鉄
泉
を
源
泉
と
し
て
、
温
泉
宿
を
始
め

ま
し
た
。
角
間
渓
谷
に
た
た
ず
む
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
静
か
な
一
軒
宿
で
、
真
田
の
里
の

隠
し
湯
と
し
て
名
高
い
角
間
温
泉
は
、
胃
腸

の
湯
治
場
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
茶

褐
色
の
炭
酸
泉
で
、
露
天
風
呂
も
あ
り
ま
す
。

角
間
温
泉
は
そ
の
昔
、
親
鸞
上
人
が
越
後
よ

り
京
落
の
途
中
、
腹
痛
に
倒
れ
た
奥
方
が
療

養
し
全
快
さ
れ
た
湯
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
又
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
昆
邪
王
の
妖

術
を
封
じ
る
為
に
祀
っ
た
岩
屋
観
音
は
当
館

の
す
ぐ
裏
手
に
あ
り
、
岩
屋
館
の
名
の
由
来

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
屋
数
は
14
部
屋
程
の
小
さ
な
宿
で
す
が
、

お
客
様
に
非
日
常
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
心
を
込
め
て
お
客
様
に
接
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
料
理
は
な
る
べ
く
地
の
物
を
取

り
入
れ
、
旬
に
こ
だ
わ
り
、
丁
寧
に
調
理
し

た
山
里
料
理
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
角
間
温

泉
の
旬
の
川
魚
、
き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
山

の
幸
を
食
べ
や
す
い
味
付
け
で
仕
上
げ
、

あ
っ
さ
り
め
の
味
付
け
で
食
材
の
味
を
活
か

し
て
い
ま
す
。
特
に
こ
う
し
た
食
材
を
取
り

入
れ
た
当
館
自
慢
の
味
噌
仕
立
て
の
「
佐
助

鍋
」が
好
評
で
す
。
是
非
、ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

そ
ん
な
中
、
一
変
す
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
10
月
の
台
風
19
号
で
す
。

角
間
川
に
面
し
た
内
風
呂
の
基
礎
部
分
が
土

砂
に
流
さ
れ
、
フ
ロ
ン
ト
に
向
か
う
木
橋
が

崩
落
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
、
営
業
休
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
て
何
度
も
廃
業
を
考
え
ま

し
た
が
、
常
連
客
か
ら
の
励
ま
し
や
行
政
や

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
、
そ
し
て
何
よ
り
夕

日
が
渓
谷
を
染
め
る
光
景
を
見
た
と
き
、
こ

の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
お
客
様
に
も
う
一

度
見
て
い
た
だ
き
た
い
気
持
ち
が
湧
き
、

２
０
２
１
年
秋
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
関
係
し
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
自

然
の
厳
し
さ
や
人
の
や
さ
し
さ
を
改
め
て

感
じ
た
出
来
事
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
か
ら
「
日
常
の
騒
音
か
ら

離
れ
た
こ
の
自
然
で
ほ
っ
と
一
息
つ
き
、
明

日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る

場
所
で
あ
り
た
い
」と
日
々
願
っ
て
い
ま
す
。

注目 Vol.132

この　に人
おかみ  白石 楠花（なみか）さん

真田町商工会入口にて　おかみ 白石楠花（なみか）さん

角間温泉 岩屋館

住所／〒386-2201 上田市真田町長2868
TEL／0268-72-2323
ホームページ：http://www.iwayakan.co.jp/

角間温泉 
岩 屋 館

アクセス／�上信越自動車道　上田・菅平ICより国道144号線を菅平方
面へ車で約20分

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

自慢の絶景露天風呂

入口から玄関まで
（橋を新たに架け直しお客様をお迎えできるようになりました）

入口から玄関まで
（台風19号で橋が落ちて宿までの道が無くなってしまいました） 
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　2022年（令和４年）１月の改正により電子取引をした場合は、電子データの形での保存が義務となりました。ただし、
電子保存の義務化について、企業の準備が進んでいないこともあり、2023年（令和５年）12月31日まで２年間猶予さ
れることになりました。

▶�請求書・領収書・契約書・見積書などに関する電子データ送付・受領した場合には、その電子データを一定の要件を満たし
　た形で保存することが必要です。
▶申告所得税・法人税に関して帳簿書類の保存義務がある全ての方にご対応いただく必要があります。

◆�2023年（令和５年）12月31日までに行う電子取引については、保存すべき電子データをプリントアウトして保存
し、税務調査等の際に提示・提出できるようにしていれば差し支えありません（事前申請などは不要）。
◆�令和６年１月からは保存要件に従った電子データの保存が必要ですので、そのために必要な準備をお願いします。

まずは 電子データの保存方法をご確認ください

詳しくはこちらをご覧ください　＞＞ 　電子帳簿等保存制度特設サイト｜国税庁
 （https://www.nta.go.jp/law/joho-zeikaishaku/sonota/jirei/tokusetsu/）へ

事業承継マッチングイベント開催のお知らせ
　長野県商工会連合会、日本政策金融公庫、長野県、長野県事業承継・引継ぎ支援センターは共催で「Real 
Matching in 長野」を開催します。この催しは「後継者不在の事業者」が実名で登壇し、経営者自らが自己紹介を行
い、事業承継での創業をお考えの方、M＆Aでの事業拡大・経営多角化等をお考えの方とオンライン（Zoom）で交
流していただくものです。
　また、日本政策金融公庫のマッチングサービス等の紹介もする予定となっています。
　今般「後継者不在の事業者」４社が登壇の予定で、日本政策金融公庫ではオンラインでの参加者を下記の通り募
集しております。

　開催日：2022年11月28日（月）18時（17：45入室開始）
　プログラム：第１部（18：00～19：20）承継希望先４社の事業紹介、質疑応答
　　　　　　　第２部（19：20～19：30）マッチングサービス等の紹介
　　　　　　　第３部（19：30～20：00）承継希望先４社との交流会＜各社先着５名程度：希望制＞
　第１部登壇者：①奥信濃山荘（長野県上水内郡信濃町、1979年創業、宿泊業）
　　　　　　　　②おやき工房えんまん（長野県下伊那郡阿智村、2009年創業、製造小売業）
　　　　　　　　③松本八興電気工事有限会社（長野県松本市、1968年創業、電気工事業）
　　　　　　　　④八ヶ岳通販（長野県茅野市、2015年創業、製薪炭業）
　開催方式：オンライン（Zoom）
　定員：200名（先着順：11月23日（水）締切）
　参加対象者：事業承継での創業をお考えの方
　　　　　　　M＆Aでの事業拡大・経営多角化をお考えの方
　　　　　　　後継者が不在で事業承継をお考えの方など
　申込方法：右記「２次元バーコード」より必要事項を入力してお申し込みください。
　　　　　　（電話でのお申し込みは承っておりません。）
　参加費：無料

＜Zoom参加時の留意点＞
　・‌�視聴環境によって、ご覧いただけない場合があります。また、視聴にかかる通信費等は参加者の方のご負担

となります。
　・参加者の方には、日本政策金融公庫より事前にご案内のメールをお送りしますので、
　　当日までに視聴環境の確認を行ってください。

＜お問い合わせ＞　日本政策金融公庫　長野支店　TEL：026-233-2141  （担当：宮森、福田）

2022年改正電子帳簿保存法
「２年の猶予期間」に企業が準備すべきこと
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飯
綱
町
（
い
い
づ
な
ま
ち
）
は
長
野
県
の
北

部
に
位
置
し
北
は
信
濃
町
、
東
は
中
野
市
、

西
と
南
は
長
野
市
に
接
し
、
平
成
17
年
10
月

に
旧
牟
礼
村
と
旧
三
水
村
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
人
口
約
１
万
人
の
町
で
す
。
長
野
市
街

地
か
ら
ク
ル
マ
で
30
分
と
通
勤
・
通
学
に
大

変
便
利
な
立
地
の
た
め
長
野
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
も
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た

飯
縄
山
か
ら
斑
尾
山
ま
で
の
穏
や
か
な
丘
陵

地
で
あ
り
寒
暖
の
あ
る
気
候
は
果
物
の
栽
培

に
適
し
て
お
り
、
特
に
り
ん
ご
と
桃
は
長
野

県
内
で
も
有
数
な
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

標
高
が
５
０
０
～
７
０
０
ｍ
の
飯
綱
町
の
平

均
気
温
は
11
・
４
℃
、
４
月
か
ら
11
月
の
降
水

量
、
粘
土
質
の
土
壌
と
美
味
し
い
り
ん
ご
が

生
ま
れ
る
数
多
く
の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま

す
。
ま
た
飯
綱
町
で
は
36
種
以
上
の
り
ん
ご

が
栽
培
さ
れ
８
月
中
旬
か
ら
12
月
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
甘
さ
や
酸
味
、
果
汁
の
量
、
歯
ご
た
え
、

香
り
に
特
徴
が
あ
り
収
穫
時
期
や
味
の
好
み

に
よ
っ
て
選
べ
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

県
内
に
も
廃
校
利
用
の
成
功
事
例
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
旧
牟
礼
村
・
旧

三
水
村
に
あ
っ
た
４
校
の
小
学
校
が
合
併
に

よ
り
２
校
に
統
合
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
閉

校
と
な
っ
た
小
学
校
の
校
舎
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
２
つ
の
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。

自
然
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た

自
然
体
験
交
流
施
設「
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｗ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
」、
職
・
農
・
仕
事
創
り
を
テ
ー
マ
に

し
た
し
ご
と
の
創
業
交
流
施
設「
い
い
づ
な
コ

ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
は
学

校
で
使
わ
れ
て
い
た
古
い
棚
や
備
品
な
ど
を

利
用
し
な
が
ら
小
学
校
時
代
の
思
い
出
に
浸

れ
る
施
設
と
し
て
地
域
内
外
の
多
世
代
が
交

流
す
る
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
飯
縄
山
の
東
山
麓
に
広
が
る
飯
綱
東

高
原
は
霊
仙
寺
湖
を
中
心
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
日
帰
り
入
浴
温

泉
と
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
整
備
さ
れ
、
近
年

は
日
本
初
上
陸
の
ツ
イ
ン
ド
ー
ム
テ
ン
ト
を

設
置
し
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
が
人
気
で
自

然
と
の
一
体
感
を
味
わ
い
な
が
ら
の
贅
沢
な

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ウ
イ

ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
は
い
い
づ
な
リ
ゾ
ー
ト

ス
キ
ー
場
が
あ
り
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

幅
広
く
楽
し
め
、
最
長
２
，
５
０
０
メ
ー
ト

ル
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
は
じ
め
約
１
０
０

メ
ー
ト
ル
幅
の
フ
ラ
ッ
ト
一
枚
バ
ー
ン
、
非

圧
雪
の
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
ス
な
ど
が
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
町
内
の
ゴ
ル
フ
場
で
は
本
年
県
内

初
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
設
置
し
、
夏
で
も
涼

し
く
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
で
き
、
県
内
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
お
い
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
飯
綱
町
に
旬
の

旨
い
も
の
を
食
べ
に
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。

ひ
と
　自
然
　い
き
い
き
未
来

　　北
信
五
岳
が
映
え
る
町

　　　　　　　　　　　　　　飯
綱
町

Vol.42
飯綱町商工会

霊仙寺湖畔の温泉施設

北信五岳の眺望（長野国際カントリークラブ提供）

飯綱町の美味しいりんご
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各種共済のお問い合わせ・資料請求はご加入の商工会まで

商工貯蓄共済・会員福祉共済とあわせてご検討ください！

従業員の安定的な雇用のために

月々1,000円から

この制度は

三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済
資金の
貯 蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え

更新契約できます！

　　　 そのメリットは…

１　現在の保
障内容が継続

可能！

２　告知や診
査等は不要！

３　病気や入
院中の方でも

更新可能！

○�更新とは、既加入の契約が満期になった時、

健康状態に関係なく原則としてそれまでの保

険金額の範囲内で保障を継続できる制度です。

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　�商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月まで

の健康な方

Ⅲ 加入期間　10 年間
Ⅳ 加入口数　被保険者 1 人につき 20 口まで（1 口 2,000 円）

Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　�貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　�満　期　時：�満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計をお

返しします。
　　中途解約時：�中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積立

金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　�毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てら

れ、満期時等に返戻されます。
Ⅷ 融資
　　�加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数

に応じ最高2,000万円までの利用ができます。
（ただし、商工会等での審査があります）

Ⅸ 加入口数と診査区分（契約内容により告知書扱から変更あり）

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜20口 � ｜
100万円

40〜46歳 1〜12口 13〜20口

47〜54歳 1〜20口 � ｜ 50万円

55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円
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けが・病気・がんに
しっかり備える

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課
東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147

取扱代理店：株式会社ふるさとサービス
東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館10F　TEL:03-3214-5710

このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険（株）の団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）・総合生活保険（個人賠償責任補償）の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、ご加入の商工会までお問い合わせください。

※一部の商工会においては取り扱っていない場合があります。

2021年9月作成　21-TC04668

お問い合わせ・資料請求はご加入の商工会まで

あなたも家族も
まるごと守る！
頼れる補償の

全国商工会会員福祉共済

商工会の福祉共済 毎月ご加入
いただけます！！

トータル「がん」補
償、「病気」の補償は

新型コロナウイルス
感染症も補償！

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

ご加入できる方
商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員と
その家族であって健康な方が対象となります。
（「病気」の補償およびトータル「がん」補償・シンプル「がん」補償の場合、健康状態に関する告知義務があります。）

※ただし2021年11月1日時点での満年齢が満6歳以上
満80歳以下（シニア医療特約・シニアトータル「がん」プ
ラン・シニアシンプル「がん」プランでは新規ご加入は満
74歳以下）の方に限ります。

「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養してい
る祖父母・兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。
※万一、商工会からの脱退や退職等により、加入者資
格を喪失した場合には、お手数ですが、ご加入の商
工会へご連絡くださいますようお願いいたします。

福祉共済加入者・被共済者の皆
様は、自動的に商工会プラチナク
ラブの会員になり、「ベネフィット・
ステーション」（運営：ベネフィッ
ト・ワン）の優待サービスをご利用
いただけます!

「けが」の
補 償

「病気」の
補 償

トータル
「がん」補償シンプル

「がん」補償

特定退職金共済


